
（認定基準別紙様式１） （記載要領）

 (ｱ) 換水の頻度 ※換水の頻度（毎日、○日に一度など）を記載

 (ｲ) 換水の程度 ※完全換水か一部（□割程度）換水かなどを記載

　

　

　

　

 (ｱ) 浴槽の清掃の頻度 ※清掃の頻度（毎日、○日に一度など）を記載

 (ｱ)

    ｂ 引湯量  (ｱ) 殺菌処理の有無 ※殺菌処理の有無を記載

 (ｲ)  (ｲ) 殺菌処理の方法 ※塩素殺菌、ｵｿﾞﾝ殺菌、紫外線殺菌などの方法及び頻度を記載

    a 搬送量  (ｳ) 殺菌処理の方法 ※殺菌処理の理由を記載（衛生管理のためなど）

    b 搬送頻度

源泉の温度 ※源泉の温度を記載

 (ｱ)

    ａ 加温の有無

 (ｱ) 検査頻度 ※年間の検査回数を記載　　　　回／年

 (ｲ)

 　ａ 加水の有無

   ｂ 源泉率

 (ｳ) 温泉分析書の掲示 ※温泉分析書の掲示場所を記載

　　ｂ

加水の理由

浴
槽
の
衛
生
管
理
の
状
況

※浴室ごとに浴槽の数及び浴槽ごとの容量を記載すること
　例）
　○○の湯（男湯）、□□の湯（女湯）
　　大浴槽　m3（　　L）、小浴槽　m3（　　L）、イベント湯　m3（　　L）各１槽づつ
　△△の湯（男湯）　大浴槽　　m3（　　　L）、小浴槽　　m3（　　　L）
　××の湯（女湯）　大浴槽　　m3（　　　L）、小浴槽　　m3（　　　L）

⑤浴槽の種類とその状況

 　ｃ ※加温の理由を記載（源泉の泉温が□℃と低いため加温など）

※常時加温か季節的加温か（○月～○月まで）を記載

加水している
ものの種類

※自然湧出、掘削自噴（掘削深度　m）、動力揚湯（掘削深度　m）の別を記載

③湧出量　(Ｌ／分)

※源泉名を記載。混合泉の場合は、混合している各源泉名と混合泉である旨を記
載。

※自家源泉か共有源泉かを記載。自家源泉であるが他へ分湯している場合は、その
旨を記載

※源泉の湧出地を記載。混合泉の場合は、各源泉の湧出地及び混合している住所を
記載

※源泉から利用施設までの距離を記載。混合している場合は、各源泉からの距離を
記載。

※源泉の湧出量を記載。混合泉の場合は、各源泉の湧出量を記載

④湧出形態

⑨換水の状況

⑩浴槽の清掃の状況

申請者の名称 ※法人の場合は、名称及び代表者の氏名を記載

 (ｲ)

 (ｳ)

温泉地名

 (ｲ) 加温の理由

※法人の場合は、主たる事務所の所在地を記載

※温泉地名を記載（ない場合は空欄で可）

※通称ではなく、正式名称を正確に記載すること

※申請施設の住所及び電話番号を記載 ＴＥＬ：

温泉利用施設の名称

①源泉名

源
泉
の
状
況

自家源泉か
共有源泉かの別

②温泉の湧
ゆう

出地

 (ｱ)

 (ｲ)

湧出地住所

湧出地から
利用施設までの
引湯距離

 (ｱ) 源泉名

有効期限有効期限

更新
年月日

有効期限有効期限

温泉利用許可年月日
及び指令番号

年　　月　　日　　長野県指令　　　　　　第　　　　号

認定番号

認定
年月日

更新
年月日

更新
年月日

申請者の住所

温泉利用施設の住所

加水の有無及びその状況

※加水の有無を記載。浴槽ごとに異なる場合は、加水している浴槽を記載

※源泉率○％かを記載

 　ｃ

加温の状況

※冷却のための加水（湯温調節）、増量のための加水（湯量調節）、希釈のため
の加水など加水の理由を記載

※加温の有無を記載。浴槽ごとに異なる場合は、加温している浴槽を記載

※毎日完全換水ではない理由などを記載。（連日使用型循環ろ過装置の使用や湯量不足など）

⑪殺菌処理の実施の有無及びその状況

※清掃方法を具体的に記載
※完全換水時の清掃方法及び完全換水時以外の清掃方法等を具体的に記載

※常時、塩素消毒をしていない理由、殺菌処理をしていない理由などを記載

⑬温泉の成分分析の状況

※１回当たりの搬送量を記載　　　　　○○t／回

※搬送頻度を記載　　　　　　　　　　　 □□回／週

⑦加温・加水の状況

加温の有無及びその状況

⑫レジオネラ属菌の検査状況

浴
槽
の
温
泉
の
状
況

※源泉から利用施設までの経路を記入
（源泉から施設敷地内の貯湯槽を経て各浴槽へ給湯など）

※１分当たりの引湯量及び１日当たりの引湯量及び引湯時間を記載
　４５．０L／分　　　　（40,500L／日）　　１日15時間引湯

 (ｱ)

源泉や共同貯湯施設から引湯　　※源泉から引湯か共同貯湯施設から引湯かなどを記載

タンクローリーやポリタンクで温泉を搬送　※引湯方法（ﾀﾝｸﾛｰﾘｰかﾎﾟﾘﾀﾝｸかなど）を記載

⑧循環、かけ流しの状況及
び循環の場合はその理由

※ 「浴槽内循環」、「浴槽から溢れたものも循環」、「かけ流し」及び「循環・かけ流
し併用式」の別を記載
※連日使用型か毎日完全換水型かの別も記載
※「循環」の場合はその理由を記載
※浴室・浴槽ごとに異なる場合は、その旨わかるように記載
※必要に応じて理由を記載

   ｄ

※井戸水、河川水、水道水などを記載

温泉分析書の
分析時期

※分析した温泉の採取場所を記載

※分析年月日を記載（新規の場合は10年以内、更新の場合は5年以内であるこ
と）

※結果表の掲示場所を記載（直近の検査結果表を掲示すること）

※検査回数が、公衆浴場等における衛生等管理要領上どうかを記載（必要に応じて理由を付記）。・・・（毎日
完全換水及び清掃をし、常時塩素消毒をしているため、公衆浴場等における衛生等管理要領に基づき、年１
回検査を行ないます。など）

 (ｲ)
検査結果表（分析
結果）の掲示

表示責任者 ※当該施設の責任者の職･氏名を記載

⑥引湯の状況

引湯方法　ａ

※認定後１年以内に、循環・かけ流し、加温・加水等の異なる形態ごとの代表的な浴槽の湯口を分析する旨を
記載

 (ｱ)

 (ｲ)

温泉分析に係る
温泉の採取場所

温泉以外の浴槽
の有無及びその
状況

浴用剤の使用の
有無及びその
状況

※温泉以外の浴槽が特定できるように明示するとともに、温泉以外の何を使用しているの
か記載
例）ｲﾍﾞﾝﾄ湯（男女各1槽）　　水道水を使用

※浴用剤を使用している浴槽が特定できるように明示するとともに、使用している浴用剤の
種類及び分量、更に浴用剤を使用している理由 も記載
例）ｲﾍﾞﾝﾄ湯（男女各1槽）　商品名○○、毎日１㍑程度各浴槽に直接投入　、 香りを楽しん
でもらうため使用

各浴室ごとに
浴槽の数及び
浴槽ごとの容量


